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【昨年の親子ふれあいイベントの様子】          【竹の節を利用した炊飯】 

「最近、子どもが外で遊ばなくなった」「親子で過ごす時間が減り、スマホばかりになっている」……。そんな家庭

環境の変化が、全国的な課題となっています。ゲームやスマートフォンの普及、共働き家庭の増加など、子どもたち

が自然の中で思いきり遊ぶ機会や、親子での自然体験の機会は大きく減少しました。外遊びの減少は、子どもの体力

低下だけでなく、健やかな感性や社会性の発達にも影響を与えると言われています。羽曳野市では、こうした状況を

解消し、親子で自然体験が出来る機会を創出するため、親子ふれあいイベントを毎年開催しています。 

今回のイベントでは、特定非営利活動法人 NAC の理事長、赤木功氏に監修いただくことで、安心安全で本格的なア

ウトドアスキルを学ぶことも出来る特別な夏の思い出づくりを提供します。イベントテーマはバンブー（竹）で、プ

ロの指導のもと、竹の水鉄砲やけん玉作り、竹飯ごうでの本格的な野外炊飯に挑戦し、親子の絆を深めます。自然体

験活動を通じて、子どもたちの豊かな感性や社会性を育むとともに、親子のふれあいを深め、地域における青少年健

全育成の推進を図ります。 

■開催概要 

日時：令和８年７月 25 日（土） 8：15 ～ 12：30 

場所：羽曳野市グレープヒルスポーツ公園内 キャンプ場「ふれ愛広場」 

対象：幼児・小学生とその保護者（定員 30 名程度） 

参加費：500 円/人（保険代含む） 

内容：竹の水鉄砲・けん玉、竹飯ごうなど 

主催：羽曳野市教育委員会 共催：羽曳野市こども会育成連絡協議会 

問い合わせ先：羽曳野市 教育委員会 生涯学習部 次世代育成課 

072-957-1111（内線 4451） メール：jisedaiikusei＠city.habikino.lg.jp 

近年、ゲームやスマホの普及により子どもたちが自然の中で遊ぶ機会が少なくなってきており、「最近、子ど

もが家でゲームばかり……」「親子で過ごす時間が減っている」など、子どもたちを巡る環境変化が全国的な

課題になっています。羽曳野市では、こうした背景を踏まえ、親子の絆を深め、自然体験活動を通じて子ども

たちの豊かな感性や社会性を育む親子ふれあいイベント「親子でバンブーフェスティバル」を開催します。 

自然の中で親子の思い出づくり「親子でバンブーフェスティバル」開催！ 

 

令和８年７月 7日 

プレスリリース 


